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東西交渉史研究に

　おけるかれの業績

黒崎岡
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一

　
一
九
世
紀
の
後
半
よ
り
ご

十
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、

中
国
新
彊
省
を
中
心
と
す
る

中
央
ア
ジ
ア
。
か
未
だ
知
ら

れ
ざ
る
地
域
と
し
て
の
こ

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
域
に

と
り
く
ん
だ
各
国
の
多
く
の

探
検
家
の
中
で
全
生
涯
を
そ

の
探
検
調
査
に
さ
さ
げ
た
ス

ヴ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
（
Q
O
お
謬

踏
O
象
p
）
と
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ

イ
ン
（
m
W
門
馬
〉
躍
『
Φ
一
ω
け
の
凶
口
）
の
業

績
は
そ
の
範
醸
の
広
汎
な
る
こ
と
に
お
い
て
、
ま
た
調
査
の
精
到
な
る
こ
と
に

お
い
て
、
ま
た
こ
の
地
域
に
お
け
る
問
題
の
解
渓
と
新
た
な
提
嶺
に
お
い
て
わ

す
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
ス
ヴ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
．
は
は
じ
め
は

地
理
学
者
と
し
て
探
検
を
は
じ
め
、
晩
一
年
は
中
圏
西
北
考
査
団
（
Q
a
ぎ
？
Q
α
毛
。
象
鴇

図
呂
鷺
象
慧
。
昌
）
　
の
組
織
者
と
し
て
縦
横
な
活
躍
を
し
た
の
に
対
し
、
ス
タ
イ
ソ

は
終
始
沙
漢
に
う
も
れ
た
古
代
遺
赫
を
も
と
め
て
蕎
彊
省
の
調
査
が
西
洋
人
に

と
ざ
さ
れ
た
の
ち
も
、
乾
燥
ア
ジ
ア
の
す
み
ず
み
に
従
者
と
と
も
に
旅
を
つ
づ

け
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ー
ブ
ル
に
最
後
の
息
を
ひ
き
と
っ
た
の
で
あ

る
。　

昨
年
（
一
九
五
五
年
）
カ
ー
ブ
ル
に
滞
在
中
、
木
康
均
血
糊
を
は
じ
め
探
検

隊
員
全
員
、
郊
外
の
外
入
墓
地
に
あ
る
ス
タ
イ
ン
の
墓
に
も
う
で
た
。
十
字
架

の
下
に
彼
は
ね
む
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
大
理
石
の
墓
誌
銘
に
次
の
文
字
を

よ
む
こ
と
が
で
き
た
。X

×

毒
忌
跨
q
り
翻
り
ω
↓
国
H
頃

×

O
団
目
鵠
鵜
同
裟
H
）
回
》
裟
舅
O
麟
論
O
ど
○
Ω
同
O
》
ピ
い
¢
に
く
図
く

　
　
ω
O
鵠
○
ご
○
男
国
×
幣
い
○
痴
川
州
》
d
目
一
肖
○
渉

　
　
⇔
づ
ピ
、
丁
目
ω
》
労
U
q
O
q
Q
Q
｝
O
d
切
裟
国
く
Q
e
H
2

冒
鼠
b
H
｝
○
譲
H
賭
翻
Q
O
国
目
q
菊
男
醤
。
α
縛
｝
客
℃
国
菊
Q
Q
ヌ
ト
累
⇔
H
㌍
ρ

潔
国
鵠
窪
い
》
カ
O
濁
U
8
跨
翻
ゆ
○
¢
窯
U
Q
a
O
岡
二
九
O
≦
い
国
一
）
O
局

切
○
舛
ス
》
円
ヒ
δ
O
O
＞
℃
国
Q
Q
日
じ
σ
⑦
累
O
＜
国
寓
ヒ
類
二
男
一
Q
O
⑳
b
σ

二
等
ヒ
づ
踊
○
髪
醤
｝
瓢
濁
累
O
ど
圃
Q
G
鷺
O
H
↓
囲
N
騎
翼
囲
碁
お
O
恥

嵩
国
U
出
国
U
》
↓
渚
酷
ご
碧
h
3
①
O
O
円
O
b
づ
国
賓
一
㊤
劇
G
o
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一レル・スタイン（綱鰯）

〉
徴
捧
堵
O
男
望
》
日
、
旨
く
切
親
b
O
＜
馬
一
）

《
　
マ
ル
ク
。
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
ィ
ン

　
イ
ン
ド
考
霜
学
調
査
局
員

　
学
藩
、
探
検
家
に
し
て
著
作
家

イ
ン
ド
・
巾
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ペ
ル
シ
ア
・
イ
ラ
ク

の
困
難
な
る
旅
行
に
よ
り
知
識
の
境
域
を

お
し
ひ
ろ
げ
た
り

　
一
八
六
こ
年
十
二
n
月
こ
十
六
臼
ブ
タ
ペ
ス
ト
に
生
れ

　
一
九
〇
四
年
英
国
市
罠
と
な
る

　
一
九
四
三
年
十
月
二
十
六
日
カ
ー
ブ
ル
に
獲
す

（
人
々
よ
り
）
も
っ
と
も
愛
せ
ら
れ
た
る
入
　
》

　
い
ま
し
ば
ら
く
ス
タ
イ
ソ
の
足
回
を
か
へ
り
み
、
こ
と
に
晩
年
の
調
査
に
つ

い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

＊
ス
タ
イ
ン
に
つ
い
て
は
榎
「
雄
氏
「
ア
ウ
レ
ル
ー
ー
ス
タ
イ
ン
小
伝
」
　
（
東

洋
単
報
第
三
十
三
巻
第
　
暑
、
昭
和
こ
十
五
年
）
が
あ
り
、
　
桐
薯
琵
巳
。
協

労
。
曳
巳
｝
旨
琴
頓
。
鼠
Φ
曙
掃
O
恥
距
巳
禽
中
の
追
悼
録
に
馬
と
ず
い
て
、
そ

の
小
伝
と
薯
作
鼠
録
を
か
い
て
お
ら
れ
る
。
梅
原
士
小
治
櫨
U
士
の
コ
四
｛
域
探

検
の
滋
ず
嘉
嫁
達
0
ス
タ
イ
ン
卿
の
こ
と
ど
も
」
知
慧
四
、
昭
和
「
二
十
一
年
）

に
日
本
を
お
と
ず
れ
た
ス
タ
イ
ン
の
姿
を
う
つ
し
て
み
る
。
本
・
稿
の
第
鳳
…

章
は
オ
ル
ダ
ム
氏
（
ρ
犀
》
．
芝
・
9
穿
弩
）
が
団
憂
啓
ぎ
p
9
塁
の

た
め
に
編
ん
だ
迫
悼
録
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

二

　
ス
タ
イ
ン
は
一
八
六
二
年
十
月
二
十
六
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
三
都
ブ
タ
ペ
ス
ト

で
、
父
ナ
タ
ン
（
ス
p
夢
舅
）
と
母
ア
ン
ナ
（
ぎ
鋳
）
の
二
男
と
し
て
生
れ
た
。

長
男
も
長
∵
女
も
成
人
し
た
あ
と
で
両
親
の
寵
愛
を
一
身
た
あ
つ
め
て
い
た
が
、

母
方
の
叔
父
で
イ
グ
ナ
ス
。
ヒ
ル
シ
ュ
ラ
ー
（
剛
讐
器
譲
馨
嵐
葭
）
と
い
う
学

者
が
あ
り
、
そ
の
訓
董
を
う
け
た
。
十
旛
の
時
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
に
学

び
、
こ
こ
で
ギ
リ
シ
ア
、
ラ
テ
ン
、
莫
、
仏
の
各
署
語
を
習
得
し
た
。
ド
レ
ス

デ
ン
の
時
代
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
東
方
遠
征
の
も
の
が
た
り
に
い
た
く
心
を

ひ
か
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
ウ
ィ
ー
ン
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
チ
ュ
ー
ビ
y
ゲ
ン
の

大
学
に
学
び
、
一
八
八
闘
年
イ
ギ
リ
ス
に
來
て
オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
〕
ド
、
ロ
ソ
ー
3
ン

大
挙
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
一
八
八
五
年
ブ
タ
ペ
ス
ト
に
か
え
っ
て
測
蚤
術
を
ま

な
ん
だ
。
　
サ
八
八
六
年
再
び
“
ソ
ド
y
に
来
り
、
大
英
博
物
館
な
ど
に
お
け
る

被
の
勉
強
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
…
は
地
勢
的
に
民
族
的
に
東
洋
に
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近
く
、
ア
ル
ミ
ヌ
ス
・
ヴ
ァ
ム
ベ
リ
蓄
（
》
桝
誉
ぼ
‘
置
く
舘
昌
げ
伽
汽
団
）

や
チ
ヨ
ー
マ
・
デ
・
ケ
レ
ス
（
∩
び
O
回
錘
負
O
　
目
O
鴎
O
鵬
）
の
よ
う

な
す
ぐ
れ
た
東
洋
学
者
が
で
て
い
る
。
彼
も
次
第
に
東
洋
学

に
対
す
る
眼
が
ひ
ら
か
れ
て
い
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
あ
た

か
も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
盛
時
に
あ
た
り
、
能
力
あ
る
人

材
を
も
と
め
て
い
る
。
宰
相
ジ
ス
レ
リ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
出
身

で
あ
っ
た
が
如
く
、
イ
ギ
リ
ス
こ
そ
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る

可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン
で

は
ユ
ー
ル
ρ
Q
Q
搾
寓
。
霞
曳
く
口
ぢ
）
や
ロ
ー
リ
ン
ソ
ソ
（
Q
自
酵
瓢
・

菊
p
三
ぎ
切
。
降
）
の
知
遇
を
得
た
。
ユ
ー
ル
は
、
．
O
p
穿
畠
§
創
窪
。

毛
篭
｛
露
費
段
．
．
や
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
の
訳
註
．
．
聲
5
翻
o
o
搾

鼠
ω
巽
客
鍵
8
勺
。
ざ
、
．
（
い
ず
れ
も
後
に
コ
ル
デ
ィ
エ
類
・

O
o
乙
圃
巽
と
共
著
で
版
を
重
ね
た
）
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
　
獄

ー
リ
ン
ソ
ン
は
門
バ
ク
ト
リ
ア
」
（
H
W
麟
O
δ
巴
断
p
　
μ
⑩
一
悼
）
の
著
者
［

と
し
て
彼
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
東
回
の
興
昧
を
伝
え
た
。
一
八
八

八
年
ロ
ー
リ
ン
ソ
ン
の
推
軌
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
・
ラ
ホ
ー
ル

（
現
在
パ
キ
ス
タ
ン
）
の
東
洋
学
校
の
校
長
と
し
て
は
じ
め

て
イ
ン
ド
に
三
儀
す
る
の
で
あ
る
。

　
か
れ
は
土
地
の
言
語
を
こ
つ
こ
つ
と
学
び
、
こ
れ
に
通
騰

し
て
い
っ
た
。
一
八
九
一
　
・
一
九
〇
〇
年
に
は
「
カ
シ
ミ
ー
ル
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オーレル・スタイン（町綺）

王
年
代
紀
」
　
（
頻
a
】
軽
彊
”
．
脇
　
男
朗
冒
㌶
凡
馨
σ
Q
貯
回
）
　
の
翻
訳
を
、
…
八
九
九
隼
に
は

「
カ
シ
ミ
ー
ル
古
翫
代
地
誌
」
（
》
口
息
φ
纂
σ
q
①
O
鵬
養
見
屯
O
臨
H
（
舘
び
暴
搾
）
を
刊
行
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
の
仕
嘉
は
交
字
黒
黒
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。
一
八
九
一
年
パ
ワ
ー
大
尉
（
9
℃
玲
目
．
弱
。
壽
鴎
）
が
ク
チ
ヤ
か
ら
丈
書
を

も
ち
出
し
て
以
来
、
俄
然
世
界
の
東
洋
学
老
の
注
意
を
ひ
い
て
い
た
中
央
ア
ジ

ァ
ー
申
国
新
鑛
省
に
眼
を
そ
そ
い
だ
の
で
あ
る
。
一
八
九
九
年
ロ
ー
マ
に
お
け

る
国
際
東
洋
学
会
議
で
質
シ
ャ
の
ラ
ド
ロ
フ
（
名
・
男
帥
巳
。
亀
）
が
中
央
ア
ジ
ア

探
検
に
関
す
る
国
際
的
な
機
関
を
提
唱
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
　
ロ
シ
ヤ
、
ス
エ
ー
デ
ン
を
は
じ
め
各
国
の
探
検
隊
が
活

酸
な
行
鋤
を
開
始
し
、
わ
が
臼
本
も
大
谷
探
検
隊
が
そ
の
翼
尾
に
附
し
た
の
で

あ
る
。
ス
タ
イ
ン
は
ヘ
ル
ソ
レ
　
（
｝
・
団
・
尉
・
国
。
興
乱
9
教
授
あ
っ
せ
ん
の
も

と
に
イ
ン
ド
政
庁
を
動
か
し
、
　
一
九
〇
〇
年
よ
り
翌
年
に
か
け
て
第
一
回
の
新

彊
省
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
時
は
ギ
ル
ギ
ッ
ト
（
昨
年
の
京
都
大
学
探

検
隊
の
ヵ
ラ
コ
ラ
ム
支
隊
は
こ
こ
か
ら
氷
河
地
帯
に
行
動
を
お
こ
し
た
）
よ
り

パ
ミ
ー
ル
を
こ
え
、
ヵ
シ
ュ
ガ
ル
よ
リ
ホ
ー
タ
ン
（
区
げ
。
帥
§
）
附
近
の
い
わ
ゆ

る
天
山
南
道
の
遺
跡
を
調
査
し
た
。
こ
こ
で
砂
に
う
も
れ
た
住
居
堤
や
廃
寺
堤

を
発
掘
、
塑
造
の
仏
像
、
木
彫
、
陶
器
、
貨
幣
、
ま
た
漢
文
、
カ
ロ
ス
チ
文
で

か
か
れ
た
木
簡
を
艶
見
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
愈
々
は
、
、
卜
5
9
曾
ぼ
毎
μ
9
碧
、
、

（
お
O
刈
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
】
九
〇
六
年
か
ら
｝
九
〇
八
年
に
か
け
て
第
二
回
の
探
検
を
お
こ
な
っ
た
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
よ
リ
パ
ミ
ー
ル
を
こ
え
、
ヵ
シ
ュ
ガ
ル
よ
り
再
び
野
道
に
む
か

い
、
訓
導
回
調
査
し
た
ヨ
ー
ト
カ
ン
（
く
O
簿
舅
）
、
　
ダ
ン
ダ
ン
ウ
ィ
リ
ク
（
⇔
§
、

費
。
凶
　
艶
）
な
ど
の
ホ
亨
タ
ン
諸
遺
跡
か
ら
東
進
し
て
ミ
ラ
ー
ン
　
（
蜜
｛
蜀
β
）
の

古
寺
で
は
ス
ト
ゥ
；
パ
の
ま
わ
り
か
ら
翼
を
も
つ
た
天
使
一
飛
天
の
フ
レ
ス
コ

壁
画
を
発
見
し
た
。
ま
た
ヘ
デ
ィ
ン
の
報
告
し
た
質
プ
・
ノ
…
ル
周
辺
の
ロ
ー

ラ
ン
（
H
b
包
§
）
を
探
訪
、
さ
ら
に
碧
し
て
一
九
〇
七
年
三
月
敦
縷
に
い
た
っ

た
。
膿
城
の
東
南
三
〇
キ
ロ
鳴
沙
山
に
は
敦
燈
千
春
気
が
あ
る
。
一
八
八
九
年

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
質
学
者
p
ッ
チ
　
（
r
傷
・
H
」
。
。
曙
）
・
が
こ
こ
を
た
ず
ね
、
ス

タ
イ
ン
に
調
査
の
必
要
を
説
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
石
窟
寺
院
を
し
ら
べ
て
い

る
う
ち
に
、
こ
こ
の
寺
僧
王
道
士
が
あ
る
石
室
（
ス
タ
イ
ソ
の
第
｝
洞
i
ペ
リ

オ
の
第
百
六
十
三
洞
）
か
ら
仏
画
、
仏
典
や
古
文
書
類
を
も
ち
出
し
た
こ
と
を

つ
き
と
め
、
そ
の
多
く
を
得
て
ひ
き
あ
げ
た
。
ス
タ
イ
ン
の
資
料
は
の
ち
に
大

英
博
物
館
に
保
管
せ
ら
れ
て
い
る
。
丁
度
こ
の
こ
ろ
ウ
ル
ム
チ
に
あ
っ
た
ペ
リ

オ
敦
授
（
］
～
。
　
幣
O
岡
一
一
〇
け
）
ら
の
フ
ラ
ン
ス
探
検
隊
は
、
こ
の
こ
と
を
き
い
て
た
だ

ち
に
敦
纏
に
か
け
つ
け
、
残
り
の
交
護
を
ペ
リ
オ
は
得
意
な
語
学
力
を
駆
使
し

て
よ
り
わ
け
北
京
経
由
フ
ラ
ン
ス
に
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
パ
リ
ー
の
フ
ラ
ン

ス
国
立
図
書
館
（
露
）
ぎ
蒙
ρ
蓉
累
註
8
”
一
）
　
に
保
管
せ
ら
れ
、
わ
が
那
波
利

貞
博
士
の
う
つ
し
こ
ら
れ
た
も
の
は
こ
れ
に
属
す
る
。
こ
う
し
た
敦
燵
雄
壮
の

流
出
は
中
国
人
を
刺
戟
し
、
清
朝
政
府
は
た
だ
ち
に
保
存
の
こ
と
を
指
令
、
の

こ
り
の
分
を
北
束
に
う
つ
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
手
三
年
内
藤
湖
爾
、
狩
野
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君
山
、
小
川
琢
治
博
士
の
一
行
が
そ
の
調
査
に
北
京
に
繊
張
、
勃
興
期
に
あ
っ

た
臼
本
の
東
洋
学
に
多
く
の
刺
戟
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。
京
都
の
東
洋
学
は

一
時
敦
燵
学
派
と
い
う
名
で
よ
ば
れ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
聞
の
事
清
は
石

浜
純
太
郎
先
生
の
「
敦
纏
石
室
の
遣
書
」
（
『
東
洋
章
の
話
』
昭
和
十
八
年
）
に

く
わ
し
い
。
ス
タ
イ
ン
は
敦
燈
近
郊
の
漢
代
の
長
城
ζ
旨
留
を
調
査
し
た
が
、

前
漢
末
よ
り
後
漢
に
か
け
て
の
も
の
で
、
辺
境
兵
士
の
生
活
を
示
す
遺
物
と
と

も
に
当
時
の
文
書
資
料
で
あ
る
木
簡
が
多
数
発
見
せ
ら
れ
た
。
シ
ヤ
ヴ
ァ
ソ
ヌ

（
国
・
　
〇
一
穿
く
P
藁
①
脇
）
が
こ
の
木
簡
を
豊
満
、
一
九
一
三
年
に
．
．
ぴ
窪
田
o
o
篇
彰
窪
訴

9
貯
。
腕
念
8
薯
①
奪
い
℃
錠
掛
長
包
憩
。
営
臼
嵩
㎝
一
撃
禦
げ
一
〇
ψ
0
5
↓
ロ
野
。
陰
門
．
、

○
義
。
乙
と
し
て
刊
行
し
た
。

　
敦
纏
よ
り
ひ
き
か
え
し
た
ス
タ
イ
ン
は
天
山
北
道
を
と
お
り
、
カ
ラ
諏
ラ
ム

山
脈
の
峻
険
を
こ
え
て
一
九
〇
八
年
イ
ン
ド
に
婦
着
し
た
。
．
、
菊
9
易
。
h
U
㊦
器
誉

O
銭
属
翼
．
．
＜
。
H
H
－
H
H
藁
㊤
誌
は
そ
の
紀
行
交
、
．
．
ω
費
貯
象
9
．
、
＜
。
一
デ
く
弘
㊤
巴

は
正
式
の
報
告
書
で
あ
る
。

　
こ
の
漏
し
ば
ら
く
ス
タ
イ
ン
は
ペ
シ
ャ
ワ
ル
近
郊
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
遺
跡

の
調
査
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
一
九
一
一
年
よ
り
一
二
年
に
は
．
サ
フ
リ
バ
フ
獄

ー
ル
（
o
a
聾
江
び
9
冨
2
）
を
、
　
一
九
一
二
か
ら
コ
ニ
年
に
か
け
て
は
ハ
ー
グ
リ
ー

ヴ
ズ
　
（
自
。
鶏
緯
び
q
お
p
く
留
）
と
と
も
に
タ
ク
テ
ィ
・
バ
ハ
イ
（
↓
p
八
戸
エ
ー
ゆ
9
三
）

や
サ
フ
リ
・
パ
フ
ロ
ー
ル
の
発
掘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
昨
年
岩
村
忍
教
授
と

と
も
に
ペ
シ
ャ
ワ
ル
博
物
…
館
を
お
と
つ
れ
た
疇
、
館
長
シ
ヤ
ク
ー
ル
氏
（
徴
．

｝
・
Q
Q
ぎ
ご
厩
）
は
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
タ
ク
テ
ィ
・
バ
ハ
イ
、
チ
ヤ
ル
サ
ダ
な
ど

の
呼
野
の
案
内
を
し
て
く
れ
ら
れ
た
が
、
シ
ヤ
ク
ー
ル
氏
は
少
年
時
代
に
ス
タ

イ
ン
よ
り
A
8
C
よ
り
お
し
え
ら
れ
た
と
語
っ
て
い
た
。

　
一
九
二
二
年
よ
り
一
六
年
に
わ
た
っ
て
第
三
回
の
新
蠣
省
の
調
査
に
の
ぼ
っ

た
。
こ
の
時
は
従
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
こ
え
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ダ
レ
ル
と
タ

ン
ギ
ル
（
d
鍵
①
お
↓
日
σ
q
5
の
丘
陵
地
帯
よ
リ
バ
ミ
ー
ル
を
こ
え
、
前
下
輩
と

同
様
、
道
を
南
瓜
に
と
り
、
ホ
τ
タ
ソ
、
ミ
ラ
ー
ン
、
受
註
ラ
ン
へ
と
す
す
ん

で
い
っ
た
。
口
ー
ラ
ン
で
は
二
代
の
墳
墓
を
み
つ
け
、
重
代
の
絹
織
物
を
採
集

し
た
。
敦
鴬
豆
仏
洞
も
再
び
調
査
を
行
い
、
又
敦
爆
近
傍
の
漢
長
城
よ
り
再
び

木
簡
を
ほ
り
だ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
チ
ナ
河
を
下
っ
て
西
夏
の
都
城
鮭
ヵ

ラ
・
ホ
ト
（
囚
P
民
9
　
溶
一
H
O
傍
O
）
に
足
を
の
ば
し
た
。
こ
こ
は
か
っ
て
カ
ズ
ロ
フ
探

検
隊
が
発
掘
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ス
タ
イ
ン
も
都
城
の
測
量
な
ら

び
に
一
部
発
掘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
か
え
り
は
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
勲
r
地
に
で
て
、

カ
ラ
。
ホ
ー
ジ
ヤ
（
残
錠
早
円
剛
げ
9
p
）
に
都
城
を
さ
ぐ
り
、
ア
ス
タ
ー
ナ
（
》
・
・
碕
塁
）

古
墳
墓
誌
を
発
掘
し
た
。
カ
ラ
・
ホ
ー
ジ
ャ
は
高
畠
国
の
首
都
、
ウ
イ
グ
ル
時

代
に
ま
で
用
い
ら
れ
た
。
ア
ス
タ
ー
ナ
は
六
朝
よ
り
唐
画
に
か
け
て
の
高
翔
圏

の
墳
墓
で
あ
り
、
と
も
に
中
国
的
色
彩
を
つ
よ
く
も
っ
て
い
る
が
、
階
よ
り
初

唐
の
墳
墓
よ
リ
サ
サ
ン
・
ペ
ル
シ
ア
の
絹
織
物
や
貨
幣
が
出
土
し
て
お
り
、
東

西
交
渉
の
重
要
な
資
料
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
天
山
北
道
を
へ
て
、
属
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
サ
マ
ル
カ
ン
ざ
に
出
、
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オ・一レル・スタイン（岡隣）

ペ
ル
シ
ア
領
バ
ル
チ
ス
タ
ン
を
へ
て
、
イ
ン
ド
に
か
え
っ
て
い
る
。

　
第
三
回
探
検
に
お
い
て
採
集
し
た
敦
燈
長
城
鐵
土
木
簡
や
ア
ス
タ
ー
ナ
文
書

類
は
マ
ス
ペ
ロ
教
授
（
鵠
．
旨
p
紹
騨
。
）
が
整
理
、
．
．
ぴ
唇
面
8
¢
ヨ
窪
房
象
8
塁
⑳
【
筑

℃
鍵
》
霞
9
Q
Q
け
。
冨
．
、
ビ
書
釦
。
炉
お
㎝
G
。
・
と
し
て
公
け
に
し
た
。
正
式
の
三
無
書

は
．
、
目
弓
窪
昌
霧
魯
勘
㌶
、
－
＜
o
一
眠
山
ぐ
H
り
凶
。
。
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
第
一
回
よ

り
第
三
回
ま
で
の
調
査
の
概
略
は
ボ
ス
ト
ン
の
H
b
譲
㊦
篇
目
暴
簿
呉
①
で
の
講
書

を
も
と
と
し
て
、
．
○
口
渉
鐸
。
営
糞
○
窪
欝
9
r
b
鳳
§
日
昼
。
誘
．
”
μ
り
。
。
。
。
と
し
て
公

刊
さ
れ
て
い
る
。

　
か
れ
の
探
検
の
経
過
を
み
る
と
新
瓢
省
、
甘
粛
省
の
全
域
に
ま
た
が
っ
て
い

る
が
、
ル
コ
ッ
ク
（
鋭
く
o
p
目
・
o
o
o
ρ
）
や
グ
リ
ュ
ソ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
（
》
・
O
「
琴
芝
鼠
巴
）

の
ド
イ
ツ
探
検
隊
が
ク
チ
ャ
や
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
い
わ
ゆ
る
北
道
を
中
心
と
し

た
0
に
対
し
、
ス
タ
イ
ン
は
ホ
ー
タ
ン
よ
り
逐
次
南
区
の
遺
跡
の
調
査
を
す
す

め
敦
焼
に
出
、
そ
の
後
カ
ラ
ホ
ト
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盈
地
へ
と
展
騨
し
て
い
っ

た
様
が
看
取
せ
ら
れ
る
。

　
一
九
三
〇
年
ス
タ
イ
ン
は
日
本
を
お
と
ず
れ
、
四
月
に
は
京
都
大
学
を
も
た

ず
ね
て
い
る
。
そ
の
後
中
国
に
わ
た
り
、
北
京
よ
り
第
四
次
の
探
検
を
馳
坐
し

た
が
、
新
戴
省
の
政
治
的
傭
勢
の
た
め
、
園
［
民
政
府
の
許
可
を
得
ら
れ
ず
、
中

途
よ
り
ひ
き
か
え
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
九
二
七
年
闘
始
さ
れ
た
ヘ
デ
ィ

ン
の
西
北
科
学
考
査
団
（
◎
D
冒
。
φ
≦
の
象
亀
国
着
。
象
鵠
。
捧
）
　
の
調
査
に
は
中
国
側

か
ら
黄
文
弼
氏
が
参
加
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
な
ら
び
に
ロ
ー
ラ
ン
の
調
査
を
行
い
、

ま
た
ベ
ル
ク
マ
ン
氏
（
幣
・
切
・
『
σ
q
旨
琶
）
の
一
行
は
エ
チ
ナ
河
に
そ
う
間
代
長
城

よ
り
木
簡
多
．
数
を
発
見
し
た
。
い
わ
ゆ
る
居
延
皆
掛
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
あ
る

意
昧
で
ス
タ
イ
ン
の
調
査
の
延
長
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
あ
ま
り
考
古
学
的
調

査
は
な
さ
れ
ず
、
第
二
次
大
戦
に
入
る
の
で
あ
る
。
中
華
入
江
共
和
国
の
成
立

以
来
、
新
藤
省
一
は
新
…
中
国
の
一
部
に
入
り
、
新
し
い
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ー
ヤ
と
な
っ

た
。
西
域
考
古
学
は
中
国
学
者
の
新
し
い
舞
台
で
あ
る
。
敦
邊
石
窟
も
中
函
美

術
院
の
手
に
よ
っ
て
堅
実
な
調
査
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ス
タ
ィ
ン
も
ま
た

も
っ
て
瞑
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

三

　
寺
詣
省
が
西
洋
学
者
の
調
査
に
門
を
鎖
し
た
あ
と
、
ス
タ
イ
ン
は
西
南
ア
ジ

ア
に
調
査
の
足
を
の
ば
し
、
一
九
三
二
年
よ
り
三
六
年
に
わ
た
っ
て
四
園
に
わ

た
っ
て
イ
ラ
ン
の
調
査
を
行
い
、
一
九
三
八
年
よ
り
三
九
年
半
は
シ
リ
ア
、
ヨ

ル
ダ
ン
よ
リ
イ
ラ
ク
に
い
た
る
ロ
ー
マ
長
城
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
イ

ラ
ン
の
調
査
に
つ
い
て
は
そ
の
報
告
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
で
は
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
う
か
が

う
こ
と
に
し
た
い
。

　
イ
ラ
ン
の
考
古
学
的
遺
跡
は
一
八
四
〇
年
よ
り
四
一
二
年
に
い
た
る
フ
ラ
ン
ダ

ン
（
野
σ
q
9
。
司
げ
巳
鐸
）
と
コ
ス
ト
（
℃
器
。
巳
O
o
g
o
）
の
二
人
が
ペ
ル
セ
ポ
リ
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ス
を
は
じ
め
イ
ラ
ン
の
望
地
を
あ
る
い
て
、
そ
の
報
告
を
公
け
に
し
て
か
ら
ひ

ろ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ラ
y
ス
学
者
に
よ
っ
て
調

査
団
が
お
か
れ
、
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
（
蜜
．
U
留
巳
鉱
。
翼
）
モ
ル
ガ
ン
（
旨
自
。
蜜
。
客
主
）

は
ス
ー
サ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
遺
跡
の
調
査
を
緊
緊
に
行
っ
た
が
、
今
泄
紀
初

頭
よ
り
ド
イ
ツ
の
ザ
ー
レ
（
塑
も
Q
髪
δ
）
ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ト
（
騎
．
護
霞
臥
。
嬢
）
が

加
わ
っ
た
。
一
九
二
六
年
レ
ー
ザ
・
シ
ャ
ー
が
即
位
す
る
や
、
政
治
文
化
の
各

方
圏
に
近
代
化
を
す
す
め
た
。
従
来
の
如
き
掠
奮
的
発
掘
を
禁
止
し
、
テ
ヘ
ラ

ン
博
物
館
を
創
設
し
て
外
国
学
考
の
発
掘
は
む
し
ろ
奨
励
し
な
が
ら
、
そ
の
出

土
最
は
原
則
と
し
て
こ
こ
に
お
さ
め
る
政
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇

年
代
は
フ
ラ
ン
ス
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
も
こ
れ
に
参
加
、
ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ト
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
教
授
も
ド
イ
ツ
よ
り
ア
メ
リ
カ
側
に
加
は
り
、
ダ
ム
ガ
ン
や
ペ
ル

セ
ポ
リ
ス
の
調
査
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
ヴ
孤
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
の
探
検
隊

（Qq

凵
B
晶
壽
段
ゲ
。
壱
・
舞
一
§
）
も
ト
ル
コ
マ
ン
平
原
に
接
す
る
グ
ル
ガ
ン
近
郊

の
遺
跡
の
発
掘
へ
と
進
出
し
た
。
ス
タ
イ
ン
は
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
に
そ
い
、
イ
ラ

ン
高
原
の
南
よ
り
西
へ
の
縁
辺
部
に
そ
っ
て
ウ
ル
ミ
ァ
湖
（
目
k
P
一
（
①
　
　
q
「
β
日
晒
鳳
P
）

に
ぬ
け
た
の
で
、
イ
ン
ド
に
い
た
る
イ
ギ
リ
ス
の
生
命
線
地
帯
の
調
査
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
第
一
回
の
調
査
は
一
九
三
二
年
一
月
懸
日
イ
ン
ド
領
（
現
在
パ
キ
ス
タ
ン

領
Y
バ
ル
チ
ス
タ
ン
の
グ
ァ
ド
ゥ
ル
（
Ω
妻
p
◎
霞
）
に
上
陸
、
－
こ
こ
よ
り
行
動
を

お
こ
し
、
ペ
ル
シ
ア
領
（
一
九
三
五
年
ペ
ル
シ
ア
は
イ
ラ
ン
と
欄
号
を
改
め

た
）
バ
ル
チ
ス
タ
ン
に
入
っ
た
。
ダ
ン
バ
・
ク
ゥ
ー
（
U
鎗
診
㌣
丙
α
ε
の
墳
墓

で
は
パ
ル
チ
ア
代
の
貨
幣
（
○
○
挫
p
p
搾
「
昌
O
o
ω
　
団
日
一
望
O
　
H
W
曾
　
（
一
躍
）
の
謁
土
か
ら
、
そ
の

年
代
を
想
定
、
ヵ
ラ
ト
・
イ
・
ジ
ャ
ム
シ
ヅ
ド
（
ρ
舞
三
身
票
露
山
）
で
は
ク
ー

フ
ィ
ッ
ク
文
字
の
あ
る
三
彩
手
の
陶
器
を
発
見
し
て
い
る
が
、
ほ
か
に
ボ
ブ
ソ

ン
（
切
。
　
H
」
・
　
甲
H
O
び
い
O
⇔
）
に
よ
っ
て
中
国
陶
磁
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

バ
ン
プ
ー
ル
（
切
9
導
℃
理
）
の
フ
ラ
ブ
（
囚
ご
学
び
）
で
は
彩
色
土
器
を
ふ
く
む

墳
墓
を
発
見
し
た
。
カ
ヌ
ー
（
猟
紘
毒
口
）
附
近
で
遊
牧
罠
ア
フ
シ
ャ
ー
ル
族

（
な
晒
薮
喉
）
が
ジ
ル
フ
ト
の
地
帯
に
冬
の
放
牧
す
る
の
を
溶
血
し
て
い
る
。
ジ

ル
フ
ト
の
耕
地
帯
の
西
北
に
シ
ャ
ー
ル
・
イ
・
ダ
キ
ア
ヌ
ス
（
O
Q
7
簿
ξ
－
坤
U
p
£

弓
霧
）
と
よ
ぶ
遺
跡
が
あ
る
。
ア
ラ
ブ
地
理
学
者
イ
ス
タ
フ
リ
（
剛
g
駄
辟
p
ガ
劉
厩
一
）
は

「
ホ
ラ
サ
ソ
と
シ
ス
タ
ン
を
む
す
ぶ
重
要
な
市
場
」
の
あ
る
こ
と
を
し
る
し
、

ム
ヵ
ダ
シ
　
（
竃
簾
ρ
銭
費
ε
も
「
果
物
と
穀
物
に
と
む
地
方
都
市
と
し
て
も
っ

と
も
楽
し
い
と
こ
ろ
」
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。
マ
ル
コ
・
ボ
ー
慨
も
そ
の
産

物
と
し
て
「
な
つ
め
椰
子
、
林
檎
、
ピ
ス
タ
シ
オ
」
な
ど
を
あ
げ
「
か
つ
て
は
大

き
く
且
つ
驚
異
す
べ
き
ほ
ど
立
派
で
あ
っ
た
都
扁
と
い
う
カ
マ
ジ
　
（
9
岩
p
象
）

が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
る
。
モ
ー
コ
侵
入
後
は
ひ
ど
く
変
り
は
て
て
、
通
行
の
不

穏
な
こ
と
を
マ
ル
コ
・
ボ
ー
皿
は
記
し
て
い
る
。
ス
タ
イ
ソ
は
こ
こ
で
四
十
一

枚
の
銅
貨
、
二
枚
の
銀
貨
を
採
集
し
て
い
る
が
、
銅
貨
三
十
二
枚
と
銀
貨
一
枚

は
ア
ッ
バ
ス
朝
初
期
、
　
（
七
五
〇
一
八
五
〇
）
　
一
枚
は
ア
ル
・
ワ
テ
ィ
ク
（
ト
一

≦
9
昏
斧
。
。
捻
）
代
の
も
の
で
あ
る
。
銅
貨
三
枚
は
十
二
・
三
批
の
も
の
、
銀
貨
一
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枚
は
牽
四
世
紀
の
ジ
ャ
ラ
イ
リ
ッ
ド
朝
（
冒
疑
篇
山
）
、
銅
貨
一
枚
は
チ
ム
ー
ル

朝
の
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
か
つ
て
さ
か
え
た
時
期
が
想
定
せ
ら
れ
る
。

　
ス
タ
イ
ン
は
ジ
ル
フ
ト
よ
リ
バ
ム
に
出
、
四
月
二
三
日
バ
ム
か
ら
ケ
ル
マ
ン

に
艇
た
。
夏
季
は
行
動
不
能
で
あ
る
た
め
、
一
度
ロ
ン
ド
ン
に
か
え
り
、
十
一

月
再
び
ケ
ル
マ
ン
よ
り
行
動
を
お
こ
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
の
間
ペ
ル
シ
ア
湾
に

そ
っ
て
西
行
し
、
ブ
シ
ル
港
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

　
先
づ
ケ
ル
マ
ン
よ
り
南
下
、
ミ
ナ
ブ
（
鑑
営
p
び
）
を
お
と
ず
れ
た
。
こ
こ
は
古

の
港
ホ
ル
ム
ズ
で
あ
る
。
現
在
の
、
ミ
ナ
ブ
は
昔
陰
の
お
も
か
げ
は
全
く
み
ら
れ

な
い
。
ア
ブ
ー
ル
フ
ェ
ダ
（
｝
び
鰹
諭
創
p
）
や
イ
ブ
ン
・
バ
ト
ゥ
ー
タ
（
冒
溶
冨
？

窃
㌶
）
に
よ
る
と
、
モ
ウ
コ
族
の
侵
入
後
ほ
ぼ
十
三
世
紀
末
葉
ジ
ヤ
ル
ー
ン

（
智
艦
9
）
も
し
く
は
ザ
ル
ー
ン
（
N
程
q
μ
）
と
よ
ば
れ
て
い
た
新
し
い
ホ
ル
ム
ズ

島
に
う
つ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ミ
ナ
ブ
の
西
に
は
東
洋
へ
の
貿
易
船
が
う
か

ん
で
い
た
。
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
も
「
二
二
の
旅
の
終
り
に
大
洋
の
海
が
あ
る
。
そ

し
て
岸
に
港
の
あ
る
ク
ル
モ
ス
と
い
う
都
が
あ
る
。
商
人
は
イ
ン
デ
ィ
ー
か
ら

船
に
乗
っ
て
こ
こ
に
来
り
、
す
べ
て
の
香
料
と
宝
石
と
真
珠
と
絹
と
金
糸
の
布

地
と
二
塁
と
多
く
の
物
を
持
っ
て
来
る
。
そ
し
て
こ
の
都
で
彼
等
は
そ
れ
ら
を

他
の
人
々
に
売
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
品
物
を
全
幽
界
に
運
び
、
そ
し
て
他

の
人
々
に
売
る
。
そ
れ
は
大
な
る
貿
易
の
都
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
岸
に
港

が
あ
る
と
い
う
が
、
ミ
ナ
ブ
の
西
繭
…
、
海
…
岸
に
ち
か
い
ヵ
ラ
ト
ゥ
ン
（
湿
球
製
琶
）

よ
り
ス
タ
イ
ン
は
中
国
陶
磁
を
多
数
採
集
し
、
西
暦
一
　
一
一
年
よ
り
一
九
年

聞
の
製
作
に
な
る
一
枚
の
中
国
銅
貨
（
政
和
通
宝
か
）
を
ひ
ろ
っ
た
こ
と
を
記

し
、
さ
ら
に
近
く
の
ブ
ル
チ
ッ
ク
（
圃
震
。
叢
白
）
で
は
サ
マ
ン
朝
の
銅
貨
（
十
世

紀
）
と
中
国
陥
陶
磁
片
を
採
集
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
ホ
ル
ム
ズ
と
い
う
名
は
ネ
ア
ル
コ
ス
（
客
露
鴎
多
。
ψ
）
の
ひ
き
い
た
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
の
艦
隊
に
つ
い
て
ア
リ
ア
ン
（
》
賊
瓜
§
）
の
．
．
ζ
餌
心
霊
、
中
に
「
艦

隊
は
ア
ナ
、
・
・
ス
河
口
に
碇
泊
し
た
。
そ
の
土
地
は
ハ
ル
モ
ゼ
イ
ア
頃
§
き
N
臨
p

と
よ
ば
れ
る
。
あ
か
る
く
肥
沃
な
土
地
で
は
あ
る
が
、
オ
リ
ー
ヴ
は
そ
だ
た
な

い
。
人
々
は
苦
労
の
あ
と
で
あ
っ
た
の
で
上
陸
し
て
、
よ
ろ
こ
び
楽
し
ん
だ
。
」

と
し
る
し
て
い
る
。
ア
ナ
、
・
・
ス
河
は
ミ
ナ
ブ
河
と
考
え
ら
れ
、
ミ
ナ
ブ
の
ホ
ル

ム
ズ
を
さ
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

　
薪
し
い
ホ
ル
ム
ズ
は
バ
ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ス
（
現
在
は
こ
こ
に
港
が
あ
る
）

の
沖
に
あ
る
島
の
名
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
入
が
こ
こ
に
上
陸
し
て
、
城
砦
を

か
ま
え
、
一
五
〇
七
年
置
り
｝
六
ニ
ニ
年
ま
で
こ
れ
を
占
領
し
て
い
た
。
シ
ャ

ー
・
ア
ッ
バ
ス
の
治
世
、
　
一
六
二
二
年
の
春
、
ペ
ル
シ
ア
の
陸
と
イ
ギ
リ
ス
の

海
よ
り
す
る
攻
撃
に
よ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
こ
こ
を
撤
幸
し
た
。
新
旧
ホ
ル
ム

ズ
と
も
に
東
洋
貿
易
港
と
し
て
ペ
ル
シ
ア
港
の
咽
喉
を
や
く
す
る
重
要
な
拠
点

で
あ
る
。
こ
の
ホ
ル
ム
ズ
に
は
陶
磁
の
破
片
が
一
颪
に
散
乱
し
て
お
り
、
そ
の

大
部
分
は
明
ら
か
に
中
国
製
品
で
あ
る
と
ス
タ
イ
ン
は
記
し
て
い
る
。

　
十
二
月
十
六
臼
バ
ン
ダ
ル
・
ア
ッ
バ
ス
を
出
発
、
ペ
ル
シ
ア
湾
に
そ
っ
て
す

す
み
、
リ
ン
ゲ
を
へ
て
タ
ビ
リ
（
哩
爲
三
ε
に
到
っ
た
。
タ
ヒ
リ
村
の
函
に
一
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マ
イ
ル
半
に
わ
た
っ
て
古
の
シ
ー
ラ
フ
港
（
Q
q
陣
門
繰
）
の
廃
嘘
が
あ
る
。
シ
圭

ラ
フ
は
中
世
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
湾
に
お
け
る
東
洋
貿
易
港
で
、
八
五
一
年
忌

で
き
た
と
っ
た
え
る
ア
ラ
ビ
ア
商
人
の
見
聞
記
『
申
国
印
度
航
海
誌
』
に
も
航

海
の
起
点
が
シ
ー
ラ
フ
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
ま
た
同
じ
く
見
聞
録
を
の
こ

し
た
ア
ブ
・
ザ
イ
ド
・
ア
ル
・
ハ
サ
ン
（
≧
）
ρ
N
定
点
p
で
掴
毬
聾
）
（
九
一
六
頃
）

も
シ
ー
ラ
フ
の
人
で
あ
る
。
　
（
＜
。
冒
σ
q
。
落
日
碧
。
び
韓
自
≧
p
げ
o
O
陰
巳
曙
旨
6
窪

冒
留
無
窪
Ω
鳳
琶
素
立
落
窪
G
。
窯
”
建
ぎ
畠
。
菊
Φ
日
p
お
器
い
》
冨
N
玉
無

切
舘
聾
く
Φ
瞬
⑪
μ
①
℃
需
P
◎
垣
謬
℃
鈴
「
0
9
び
臨
2
間
ゆ
疑
碧
P
℃
碧
『
μ
㊤
悼
b
3
．
）
イ
ス
タ
フ

リ
も
「
シ
ラ
ズ
と
同
じ
位
の
大
き
さ
の
町
で
ザ
ン
ジ
バ
ル
よ
り
チ
ー
ク
な
ど
の

木
材
を
建
築
用
と
し
て
翰
入
し
た
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
ま
た
コ
掌
中
で

も
つ
と
も
あ
つ
い
港
」
で
あ
る
と
附
記
す
る
の
も
わ
す
れ
て
い
な
い
。
九
七
七

年
の
地
震
後
急
速
に
衰
微
し
、
二
二
世
紀
ヤ
ク
ー
ト
の
寵
す
と
こ
ろ
で
は
シ
ー

ラ
フ
の
人
は
カ
ィ
ス
島
（
ρ
艮
ψ
）
に
う
つ
っ
て
い
る
。
ス
タ
ィ
ン
は
こ
こ
で
住

屠
鉦
、
墳
墓
や
モ
ス
ク
の
あ
と
を
た
ず
ね
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
イ
ラ
ン
高
原
へ
の
盆
画
を
の
ぼ
り
、
ガ
レ
ダ
ー
ル
（
（
甲
P
一
〇
一
”
へ
【
側
「
）
に

い
た
る
。
こ
の
あ
た
り
で
は
ヵ
シ
ユ
カ
イ
（
ρ
器
3
p
圃
）
遊
牧
民
の
設
営
を
み

て
い
る
。
ハ
ラ
ジ
（
鵠
籠
a
）
で
は
彩
色
土
器
の
遺
蹟
を
発
掘
し
た
。
そ
の
後

再
び
ペ
ル
シ
ア
湾
に
そ
っ
て
竃
月
二
十
一
爾
ブ
シ
ル
港
（
閣
蕊
窯
鴇
Φ
）
に
鯉
川
製

し
た
。
ブ
シ
ル
港
は
第
こ
次
大
戦
前
蜜
で
バ
ス
ラ
と
と
も
に
ペ
ル
シ
ヤ
湾
の
も

っ
と
も
重
要
な
港
で
あ
っ
た
が
、
ホ
ー
ラ
ム
シ
ャ
ー
ル
に
港
が
つ
く
ら
れ
、
テ

ヘ
ラ
ン
と
の
間
に
鉄
道
が
設
け
ら
れ
る
に
至
り
、
急
激
に
淋
れ
て
い
る
。
第

一
船
が
つ
か
な
く
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
各
国
の
商
社
も
ホ
ー
ラ
ム
シ
ャ
ー
ル

（
魏
一
5
「
p
旨
ψ
7
聾
巴
）
　
に
う
つ
り
、
ブ
シ
ル
の
商
人
も
ホ
ラ
ム
シ
ャ
ー
ル
や
テ
ヘ

ラ
ン
に
移
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
昨
年
九
月
わ
れ
わ
れ
が
シ
ラ
ズ
か
ら
ブ
シ

ル
に
つ
い
た
時
は
満
月
の
夜
で
あ
っ
た
。
港
に
な
ら
ん
だ
商
館
も
室
屋
が
多
く
、

隅
瓦
の
壁
の
く
ず
れ
か
け
た
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
お
か
げ
を
も
っ

て
察
屋
と
な
っ
た
海
岸
の
瀧
洒
な
ハ
ウ
ス
に
若
い
中
学
の
先
生
と
警
宮
の
友
人

岡
志
が
夏
中
と
ま
り
こ
ん
で
い
る
の
に
会
い
、
手
厚
い
も
て
な
し
を
う
け
た
こ

と
を
わ
す
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
ペ
ル
シ
ア
湾
の
港
に
つ
い
て
は
大
正
五
年
七
月
桑
原
陥
豆
蔵
博
士
が
「
波
爆
撃

の
東
洋
貿
易
港
に
経
て
偏
と
い
う
論
文
を
『
芸
文
』
誌
上
に
か
か
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ビ
ア
文
献
を
中
国
側
の
記
載
と
対
照
、
シ
ー
ラ
フ
の
こ
と
に
も
ふ
れ
て
お

ら
れ
る
。
シ
ー
ラ
フ
が
お
と
ろ
え
る
と
キ
シ
ュ
が
こ
れ
に
か
は
り
、
そ
の
後
ホ

ル
ム
ズ
に
繁
栄
が
う
つ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
中
東
経
営
の
聞
、
ブ
シ
ル
港
が
第

工
次
大
戦
ま
で
用
い
ら
れ
た
が
、
い
ま
で
は
ホ
ラ
ム
シ
ヤ
ー
ル
で
あ
る
。

　
ス
タ
イ
ン
は
ペ
ル
シ
ア
湾
の
遺
跡
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
巾
国
よ
り
も
た
ら

さ
れ
た
遺
物
が
す
く
な
か
ら
ず
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
東
西
交
渉
史
上
、
考

古
学
的
遺
物
の
面
か
ら
考
察
を
す
す
め
う
る
の
で
あ
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
調
査

を
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四

　
一
九
三
四
年
ス
タ
イ
ン
は
シ
ラ
ズ
東
南
方
の
フ
ァ
ル
ス
（
閃
p
邑
地
方
の
調

畳
を
お
こ
な
っ
た
。
十
・
一
R
月
二
・
†
一
R
門
シ
ラ
ズ
を
出
［
発
、
フ
ィ
ル
ザ
バ
ー
ド
、

フ
ァ
サ
、
サ
ル
ヴ
ィ
ス
タ
ン
、
ダ
ラ
ブ
を
へ
て
、
ニ
リ
ズ
湖
を
一
巡
、
パ
サ
ル

ガ
ー
ド
に
出
、
翌
年
五
月
十
一
臼
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
に
到
着
し
た
。
当
時
ペ
ル
セ

ポ
リ
ス
は
ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ド
教
授
が
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
フ
ァ
ル
ス
の

サ
サ
ン
代
の
遺
跡
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
ス
タ
イ
ン
は
主
と
し
て
彩
文

土
器
関
係
の
遺
跡
を
多
く
罫
書
し
た
。
フ
ァ
サ
の
タ
ル
・
イ
・
ゾ
バ
ク
（
8
鉱
，
幣

N
o
。
7
穿
）
は
縦
横
九
〇
〇
一
六
〇
〇
ヤ
ー
ド
の
土
留
や
溝
に
か
こ
ま
れ
た
遺
跡
で
、

試
掘
の
結
果
を
み
る
と
鞭
を
も
つ
た
土
器
片
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
こ
で

土
民
の
採
集
し
た
も
の
を
み
る
と
ハ
ル
ン
・
ア
ル
・
ラ
シ
ッ
ド
（
渥
騨
理
鉱
ヵ
p
甲

蜜
O
》
・
U
・
c
。
O
。
。
）
の
銀
貨
一
枚
を
の
ぞ
け
ば
イ
ル
カ
ン
代
の
銅
貨
が
多
く
、

こ
の
遺
跡
の
西
南
隅
の
墓
石
に
図
暦
七
三
五
年
（
刈
Q
◎
α
　
｝
●
　
顕
。
…
1
掛
●
　
H
）
・
　
H
G
o
c
Q
恥
）

の
銘
の
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
み
て
、
ほ
ぼ
時
代
が
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
ほ
こ
の
村
か
ら
得
た
資
料
の
な
か
に
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
を
し
め
す
大
理
石
の

婦
人
頭
像
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
る

が
、
、
．
い
箕
o
O
二
塁
Q
亀
。
身
熱
農
。
．
、
の
著
者
ロ
ー
レ
ン
ス
（
㌧
r
。
　
ノ
～
「
。
　
H
じ
P
♂
〈
h
O
欝
O
①
）

の
み
る
と
こ
ろ
で
は
小
ア
ジ
ア
で
紀
元
前
二
憶
紀
か
ら
三
世
紀
の
間
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
い
う
。

　
こ
の
翌
｛
九
三
五
年
か
ら
三
十
六
年
に
か
け
て
は
シ
ラ
ズ
か
ら
イ
ラ
ン
高
原

の
酉
爾
都
の
肉
岳
地
帯
を
ぬ
け
、
ウ
ル
ミ
ヤ
湖
に
出
る
大
旅
行
を
お
こ
な
っ
た
。

十
一
月
七
臼
シ
ラ
ズ
よ
り
西
ヘ
ス
ー
サ
に
む
け
て
出
発
し
た
。
こ
の
道
は
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
が
ス
ー
サ
よ
り
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
へ
む
か
っ
た
道
で
あ
り
、
歴
史
家

ア
リ
ア
ン
（
〉
君
臨
碧
）
ク
ル
チ
ウ
ス
（
O
璋
自
器
）
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
（
ご
ざ
創
。
暑
㎝
）
の

記
載
を
参
考
に
し
な
が
ら
「
ペ
ル
シ
ア
の
門
」
（
℃
o
a
碧
Ω
簿
①
）
を
こ
え
、

ア
ル
ダ
ヵ
ン
よ
リ
バ
シ
ュ
ト
に
で
べ
〕
ベ
ハ
ン
に
ぬ
け
る
。
デ
τ
・
イ
・
ナ
ウ

（
U
①
剛
瓢
髪
器
）
の
ダ
ー
・
ウ
・
ド
ホ
タ
ル
（
U
餌
鼓
ム
多
露
3
の
崖
墓
を
た
ず

ね
た
。
こ
れ
は
イ
オ
ニ
ア
式
の
柱
頭
で
崖
墓
の
入
償
を
か
ざ
っ
て
お
り
、
．
ア
ケ

メ
ネ
ス
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
こ
の
道
は
サ
サ
ソ
代
に
は
フ
ァ
ル
ス
か
ら
両
河
の
地
帯
に
掌
る
道
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
道
に
そ
っ
て
サ
サ
ン
代
の
石
橋
が
つ
く
ら
れ
た
。
プ
リ
・

イ
・
プ
リ
ン
（
℃
口
一
一
一
1
び
十
一
β
）
ハ
イ
ラ
パ
ー
ド
（
目
ぎ
銭
び
劉
）
で
は
石
橋
を
調

査
、
タ
シ
ヤ
ン
で
は
サ
サ
ン
代
の
建
築
駈
を
見
た
。
タ
ン
・
イ
・
サ
ル
ワ
ッ
ク

（
↓
碧
σ
q
も
0
。
髪
毒
げ
）
で
は
サ
サ
ソ
代
の
石
の
浮
彫
像
を
調
査
し
た
。

　
マ
ラ
、
ミ
ー
ル
の
北
、
シ
ャ
ー
、
ミ
（
Q
◎
薮
蔑
）
に
パ
ル
チ
や
時
代
の
神
殿
を
発

見
し
、
近
代
の
青
銅
像
や
大
理
石
像
を
み
つ
け
だ
し
た
。
こ
の
う
ち
最
大
の
も

の
は
現
在
テ
ヘ
ラ
y
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
青
銅
貴
人
像
で
、
高
さ
一
九

四
セ
ン
チ
、
堂
々
た
る
作
晶
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
マ
ス
ジ
ッ
ド
・
イ
・
ス
レ
イ

マ
ン
（
レ
R
器
一
圃
餌
一
一
一
Q
Q
露
一
P
一
冨
p
p
口
）
に
で
た
ゆ
マ
ス
デ
ッ
ド
・
イ
。
ス
レ
イ
マ
ン
と
い
14ア　　（587）



う
の
は
「
ソ
賞
モ
ン
の
モ
ス
グ
」
の
意
昧
で
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
以
前
の
建
築
鮭
が

の
こ
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
ア
ン
グ
レ
。
イ
ラ
ニ
ア
ン
石
油
会
祉
の
油
田
地
帯
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
ア
ワ
ズ
、
デ
ィ
ズ
フ
ル
に
繊
、
二
月
十
七
臼
ス
ー
サ

を
お
と
ず
れ
た
。
ス
ー
サ
は
新
石
器
時
代
以
降
各
代
の
遺
跡
を
ふ
く
み
、
モ
ル

ガ
ン
以
来
フ
ラ
ン
ス
考
古
学
者
常
駐
の
た
め
「
ス
ー
サ
の
城
」
．
．
Ω
日
拷
8
博
山
。

もQ

ﾇ
①
．
、
が
丘
の
上
に
た
っ
て
い
る
。
こ
の
暗
の
団
長
マ
ツ
ク
ナ
ム
（
鼠
・
繕
。

窯
9
。
ρ
器
蕊
彰
）
教
授
に
む
か
え
ら
れ
、
ふ
か
い
感
銘
を
受
け
た
。
私
も
昨
年
テ

ヘ
ラ
ン
よ
リ
ホ
ラ
ム
シ
ャ
ー
ル
に
出
る
途
次
、
ス
ー
サ
を
お
と
ず
れ
、
現
在
の

隊
長
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
敷
授
（
切
・
○
露
邑
毒
§
）
夫
妻
に
む
か
え
ら
れ
、
そ
の

調
査
を
備
う
こ
と
が
で
き
た
。
二
月
二
十
｝
臼
に
は
ス
タ
イ
ン
は
さ
ら
に
ル
リ

ス
タ
ン
へ
の
調
査
に
出
発
す
る
。
カ
ル
へ
河
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
ル
リ
ス
タ
ン

（
じ
異
心
§
）
に
入
る
。
ザ
ク
ロ
ス
山
間
の
ル
リ
ス
タ
ソ
か
ら
動
物
装
飾
文
様
ゆ
た

か
な
青
銅
器
が
多
数
遊
撃
し
て
世
界
の
学
者
の
視
聴
を
あ
つ
め
た
が
、
閃
斜
な

山
間
部
の
こ
と
で
充
分
な
し
ら
べ
が
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
翻
●
　
頓
O
び
日
民
団
島
酔
）

が
シ
カ
ゴ
大
学
の
東
洋
学
研
究
所
（
（
）
厩
固
①
口
一
P
一
　
H
露
い
け
一
傍
口
峠
φ
）
ハ
の
仕
事
と
し
て
こ

こ
に
入
っ
て
い
る
。
ス
タ
イ
ン
は
こ
れ
を
南
か
ら
縦
断
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
一
九
三
五
年
か
ら
三
六
年
に
な
る
と
こ
の
あ
た
り
に
も
レ
ー
ザ
・
シ
ャ
ー

の
薪
王
権
の
至
善
も
徽
甚
し
て
、
む
し
ろ
順
調
に
す
す
め
ら
れ
た
。
ル
、
、
、
シ
ャ

カ
ン
（
皆
鼻
翼
§
）
フ
ラ
イ
ラ
ー
ン
（
爾
志
簗
琶
ギ
ラ
イ
ラ
ン
（
審
・
凶
蟄
）

近
傍
で
は
か
な
り
の
遣
跡
を
発
見
し
て
い
る
。
ス
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
ル
リ
ス
タ

ン
は
比
較
的
多
．
雨
で
灌
灘
農
業
の
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ル
リ
ス
タ
ソ
蘇
銅

器
は
完
全
な
遊
牧
民
の
所
産
に
な
る
こ
と
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
み
、
遺
物
の
少

い
の
は
農
民
の
墓
で
、
豪
華
な
青
銅
器
を
副
葬
す
る
も
の
は
征
服
考
で
あ
る
遊

牧
民
の
墓
で
あ
ろ
う
と
し
た
。

　
ス
タ
イ
ン
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
調
査
区
域
は
イ
ラ
ン
高
原
が
海
岸
も
し
く
は

平
原
に
む
か
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
も
そ
の
高
低
に
よ
る
温
度
の
差
を
利
用

し
て
遊
牧
民
は
季
節
的
移
動
を
行
う
の
が
常
で
あ
る
。
北
か
ら
ク
ル
ド
（
閤
謹
白
）

ル
ー
ル
（
U
畏
）
パ
フ
チ
ャ
リ
（
罰
ρ
扁
畠
岱
9
ε
ヵ
シ
ュ
ヵ
イ
（
ρ
p
・
・
プ
ρ
葺
）
ア
イ
ナ

ル
（
》
ぎ
巴
篇
）
ア
フ
シ
ャ
ー
ル
（
撫
玲
縛
）
な
ど
の
遊
牧
も
し
く
は
半
遊
牧
民
の

う
ご
き
は
そ
の
調
査
記
に
し
ば
し
ば
で
て
く
る
。
中
国
の
北
辺
に
も
下
緒
青
銅

器
も
し
く
は
オ
ル
ド
ス
・
ブ
ロ
ン
ズ
な
る
名
称
を
も
つ
動
物
装
飾
ゆ
た
か
な
青

銅
器
の
一
群
が
あ
る
。
こ
の
地
帯
も
遊
牧
民
と
農
民
の
接
触
地
帯
で
あ
り
、
ル

リ
ス
タ
ソ
に
お
け
る
ス
タ
イ
ン
の
解
釈
は
重
要
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ケ
ル
マ
ン
シ
ャ
ー
か
ら
サ
キ
ズ
を
へ
て
、
ウ
ル
ミ
ヤ
湖
（
レ
ザ
イ
エ
湖
閃
？

鑓
或
四
）
の
ほ
と
り
に
出
た
。
ハ
サ
ン
ル
ー
遺
跡
の
発
掘
は
こ
の
時
で
、
土
器
の

ほ
か
に
青
銅
製
品
、
青
銅
の
勉
金
や
鋳
型
が
綴
卜
し
た
。
こ
こ
か
ら
出
た
印
章

を
ガ
ヅ
ド
氏
（
Ω
旨
O
鼠
戸
）
は
ほ
ぼ
紀
元
前
十
五
世
紀
に
あ
て
て
い
る
。
パ
ー

ト
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
瞬
．
蜀
民
。
堵
⇒
）
が
一
九
四
八
年
に
お
こ
な
っ
た
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
の
調
査
は
こ
の
あ
と
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
（
甲
攣
。
毛
三
三
蓉
p
〈
貯

蕗
○
輝
冒
渉
N
窪
び
＆
馨
一
⑩
劇
Q
。
．
H
」
o
⇔
創
9
し
⑩
鰹
）

la8 （orsS）



オーレル・スタイン（岡晦）

　
以
上
紹
介
し
た
イ
ラ
ン
に
お
け
る
調
査
は

．
、
》
轟
鋸
8
ざ
σ
q
8
巳
殉
⑦
0
8
暴
剛
器
§
8
ω
ぎ
翼
。
註
で
毛
①
切
尊
重
冒
象
，
p
＝
α
ω
o
銭
で

　
芝
茎
長
ヨ
H
「
弓
こ
一
り
G
o
S

、
．
診
錠
9
器
。
ざ
聡
。
銑
　
↓
9
一
鳳
ぎ
簿
。
＞
蓉
δ
9
勺
段
い
㌶
、
”
H
沖
〉
ρ
く
。
一
H
H
ど

　
℃
p
暮
ρ
｝
露
篇
琶
”
お
Q
。
①
●

、
駄
0
5
麹
g
冨
ω
o
h
ノ
＜
Φ
累
。
ヨ
H
『
9
雛
陣
耀
し
り
睡
O
。

の
童
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
四
三
年
十
月
十
三
日
ス
タ
イ
ソ
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
カ
ー
ブ
ル
に
到
着
し
た
℃
二
十
一
日
カ
ー
ブ
ル
博
物
館
を
た
ず
ね
、
そ
こ

で
ひ
い
た
風
邪
が
も
と
で
、
二
十
六
日
世
を
さ
っ
た
。
最
後
の
こ
と
ば
は
「
自

分
は
す
ば
ら
し
い
生
涯
を
す
ご
し
た
。
六
十
年
闇
お
と
ず
れ
た
い
と
お
も
っ
て

い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
終
り
を
と
げ
る
こ
と
ほ
ど
楽
し
い
こ
と
は
な
い
扁

　
日
本
流
に
か
ぞ
え
て
八
十
二
才
、
終
世
め
と
る
こ
と
な
く
、
調
査
の
旅
に
そ

の
全
生
涯
を
さ
さ
げ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
大
英
帝
国
の
最
盛
期
に
、
そ
の
能
力

を
ふ
る
い
得
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
を
決
し
て
独
占
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
こ
の
点
は
ペ
リ
オ
教
授
と
対
照
的
で
あ
る
。
資
料
は
す
べ
て
当
時
の

学
界
に
開
放
し
、
必
ず
旅
行
記
と
学
術
報
告
を
刊
行
し
て
世
界
に
問
う
た
の
で

あ
る
。
彼
の
考
古
学
的
素
養
は
ペ
ト
リ
教
授
（
男
℃
①
録
。
）
教
授
に
負
う
も
の

で
あ
る
蟻
を
鞍
自
身
の
べ
て
い
る
。
現
在
で
は
敦
爆
石
窟
に
し
て
も
そ
の
他
の
．

遺
跡
に
し
て
も
も
っ
と
精
密
な
基
礎
調
査
が
要
求
さ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
が
、

か
れ
の
調
査
は
あ
た
う
る
限
り
精
密
を
き
わ
め
、
必
ず
測
図
を
附
し
て
後
の
調

査
に
備
え
て
い
る
蜜
は
感
謝
さ
れ
て
よ
い
。
遺
物
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
差
毛

の
諸
家
に
自
由
に
研
究
を
嘱
托
し
な
が
ら
、
正
式
の
報
告
に
あ
た
っ
て
は
そ
の

要
領
を
得
て
遺
跡
の
年
代
観
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
正
鴻
を
得
る
も
の
が
多
い
。
遺

物
の
大
部
分
は
そ
の
よ
き
協
力
者
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
氏
（
局
。
顕
．
珍
飾
門
O
ノ
く
匂
n
）
に
よ

っ
て
整
理
を
へ
て
い
る
が
、
そ
の
報
告
を
み
る
と
採
集
し
た
土
器
や
陶
器
の
一

片
に
い
た
る
ま
で
深
い
愛
情
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
玄
漢
、
マ
ル
コ
・
ポ
雀
口
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
道
は
ま
た
彼
の
歩
い
た
道

で
あ
る
。
こ
の
乾
燥
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
大
部
分
に
わ
た
る
彼
の
調
査
は
今
後
も
基

礎
的
な
役
鰯
を
う
し
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
い
ま
や
新
藤
雀
は
必
ず
し
も
↓
・
§
冒
8
ロ
σ
Q
塾
p
で
は
な
い
。
．
又
パ
キ
ス
タ

ン
（
旧
英
領
イ
ン
ド
の
西
北
部
）
よ
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク

も
中
東
の
一
国
と
し
て
、
新
た
な
動
向
を
示
し
て
い
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の
各

国
の
探
検
時
代
は
完
全
に
過
去
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
考
古
学

的
調
査
は
そ
の
地
域
の
新
た
な
開
発
と
民
族
意
識
の
高
揚
と
い
う
問
題
と
ふ
か

く
む
す
び
つ
い
て
い
る
や
う
に
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
か
か
る
ひ
ろ
い
全
域
の

調
査
に
わ
た
っ
て
生
涯
を
さ
さ
げ
た
ヘ
デ
ィ
ン
や
ス
タ
イ
ン
の
業
績
は
不
朽
で

あ
り
、
そ
の
成
果
は
こ
の
地
域
の
研
究
者
に
と
っ
て
先
づ
眼
を
通
す
べ
き
一
つ

の
鷺
大
な
作
晶
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
（
昭
和
鷺
十
年
九
月
幸
日
）
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